
ポピンズナーサリースクールすみだで
とうきょうすくわくプログラムに取り組みました

テーマ

SDGｓ
お子様ひとりひとりに「質の高い教育」の提供のため、

SDGsをテーマに探求活動を行いました。

保育園にある「相撲」の絵本に興味を持ち始めました。
「はっけよいって何？」「お相撲さんて強いの？」
そこから実際に取り組みを見たり、
四股を踏んでみたりと相撲への興味が広がりました。

活動①相撲に興味をもつ

「お相撲さんに会ってみたい！」
みんなの願いが叶って本物のお相撲さんが来てくれました。
緊張しながらも練習した四股を踏んでみたり、
先生やお友達と一緒に相撲も取りました。
堂々とお相撲さんに立ち向かう子や、泣いてしまう子も
いましたが「お相撲さん優しかったね」「力持ちだったね」と
ひとりひとり感じるものがあった様です。

活動②本物のお相撲さんを前に勇気をもって
向かっていこう！

活動を通して

「相撲」への興味から本物体験が実現しました。
本物だからこそ触れ合える経験
お友達や先生と一緒に立ち向かう勇気など
様々な事が経験できました。
これからも本物体験を大事にしながら
相撲に関しても更に興味関心を広げていきたい
と思います。


